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『ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 』 と

ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ の パ ー テ ィ空 間

太 田 素 子

要 旨

パ ー テ ィ を キ ー ワ ー ドに して 、 ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ(VirginiaWbolf)の 作 品 を 読

み 解 こ う と試 み る。 パ ー テ ィ は ウ ル フ の 作 品 に於 い て 重 要 な役 割 を 果 た し て い な が ら、

こ れ ま で 、 必 ず し も正 当 に評 価 され て きた と は言 え ない 。 しか し、 例 え ば パ ー テ ィの 催

さ れ る1日 を描 く 『ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 』(Mrs.Dalloway)で は、 「瞬 間」("themoment")

を捉 え る 特 有 の儀 式 と して 、 パ ー テ ィが効 果 的 に用 い られ て い る。 そ こで は、 もろ さ と

表 裏 を な し なが ら至 福 の 「瞬 間 」 が 鮮 や か に定 着 され て い る 。

ウ ル フが 、 個 我 や 自我 に収 敏 した い わ ば 閉塞 的 な 世 界 を描 い た 作 家 と思 わ れ て い る 一

面 で、常 に社 会 との 関係 を意 識 し続 け て い た こ と を再 考 す る ひ とつ の 試 み で もあ る。パ ー

テ ィ空 間 を媒 介 に して 、 人 は社 会 と幸 福 に関 係 を保 と う とす るが 、 そ うは で き な い 時 代

や 個 人 の 意 識 の た め 、 様 々 な ア ン ビ ヴ ァ レ ン トな 意 識 を感 じて い る と言 え る。

パ ー テ ィの 準 備 に 始 ま りパ ー テ ィ の ク ラ イマ ック ス で 終 わ る 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人 』 を と

りあ げ て 、G.ジ ン メ ル(GeorgSimmel)や 山 崎 正 和 の 「社 交 論 」、C.エ イ ム ズ(Christopher

Ames)の パ ー テ ィ論 を踏 ま えつ つ 、 ヨ ー ロ ッパ 近 代 の社 交 とウ ル フ の パ ー テ ィ空 間 に

つ い て考 え る。

キ ー ワ ー ド:ヴ ァー ジニ ア ・ウ ル フ 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人』 「瞬 間」 パ ー テ ィ 社 交

イ ギ リス 、 モ ダ ニ ズ ム の女 性 作 家 、 ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ は 八 編 の小 説 を書 い て い る

が 、 そ の全 て の 作 品 にお い て 、 何 らか の 形 で パ ー テ ィ を描 い て い る。 特 に 、 ウ ル フ の 代

表 作 と 言 え る 、 中 期 円 熟 期 の 三 編 の 小 説 『ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 』 『灯 台 へ 』(Tothe

Lighthouse)『 波 』(TheWaves)で は、 作 者 はパ ー テ ィ に特 別 な 意 味 を 、 あ るい は 、作 品
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世 界 を描 く重 要 な役 割 を与 え て い る と考 え る。 本 論 で は 、 そ の 中 で も特 に 、 パ ー テ ィの

準 備 で 始 ま りパ ー テ ィの ク ラ イ マ ッ ク ス で 終 わ る 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人 』を と りあ げ て 、 パ ー

テ ィ あ る い は 社 交 を キ ー ワ ー ドに 、 ヴ ァー ジニ ア ・ウ ル フの 作 品 を読 み解 い て い きた い 。

ウ ル フ の作 品 で は 、 パ ー テ ィが 必 ず 取 り扱 わ れ て い る に もか か わ らず 、 パ ー テ ィ に つ

い て こ れ ま で 十 分 に 論 じ られ て きた とは 言 え な い 。 『ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 』 の 女 主 人 公 ク ラ

リサ(ClarissaDalloway)の パ ー テ ィ は、 有 閑社 交 夫 人 の 暇 つ ぶ し的 パ ー テ ィ と して 、

元 恋 人 に よ っ て 皮 肉 に 批 判 され て い る。 「瞬 間 」 を捉 え る儀 式 と して の パ ー テ ィ、 ク ラ

リサ が パ ー テ ィ を 開 く理 由 と して 用 い る 「供 物 」("offering")(134)と い う言 葉 や 、 『灯

台へ 』 で、 ラム ゼ イ夫 人(Mrs.Ramsay)が デ ィ ナ ー パ ー テ ィの 「瞬 間」 が ル ビ ー の よ

う に輝 く と言 っ て い る こ と な どは し ば しば 指 摘 さ れ て い るが 、 ウ ル フ の作 品 世 界 と して

パ ー テ ィ が トー タ ル に 取 り上 げ られ 論 じ られ る こ とは あ ま りな い 。 そ ん な 中 で ジ ー ン ・

　の

0・ ラ ヴ(JeanO.Love)は 、"Thepartyisagrandspiritualreunion"と パ ー テ ィ の 意 味

を 高 く評 価 し て い る 。 さ ら に ク ラ リサ をgreatearthmotherと と ら え 、 パ ー テ ィ を 原 始

的 祝 祭 に 重 ね て い る 。 ク リ ス トフ ァ ー ・エ イ ム ズ も 、 『パ ー テ ィ の 生 』(TheLifeofthe
　 　ラ

Party:FestiveVisioninModernFiction)中 で 、 現 代 作 家 の ジ ョ イ ス(JamesJoyce)、 ウ

ル フ、 フ ィ ッ ツ ジ ェ ラル ド(ScotFitzgerald)、 ピ ンチ ョン(ThomasPynchon)等 を と

りあ げ て 、 パ フチ ンの 理 論 を敷 術 して 、 現 代 の パ ー テ ィ に祝 祭 の 要 素 を見 よ う と して い

る 。 ウ ル フ の パ ー テ ィ は有 閑社 交 夫 人 の 暇 つ ぶ し と批 判 され る こ と も多 い が 、 ウ ル フ の

パ ー テ ィ を 重 視 す る、 あ ま り多 くな い 研 究 にお い て は 、 祝 祭 に結 び つ け られ て い る場 合

が 多 い と言 え る。 確 か にそ う い う面 も、 特 に 『幕 間 』(BetweentheActs)に は 見 ら れ る が 、

そ れ だ け で は 一 面 的 に 過 ぎず 、 も う少 しパ ー テ ィ を そ の 多 面 的視 点 で 考 え て い き た い 。

ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フの 、 特 に 中 期 円熟 期 の 三 編 の 小 説 で 描 か れ たパ ー テ ィ を 中心 に

考 え る と き、 ウ ル フ は 、 よ り広 い ヨー ロ ッパ の 文 化 史 、 精 神 史 の 文 脈 か ら見 る と、 よ き

伝 統 の 一 つ で あ る社 交 文 化 を求 め て い た と考 え られ る 。 社 交 文 化 の 中 で は 、 ウ ル フ の 理

想 と した 個 我(self)の 自 由 な確 立 と平 等 な人 間 関 係 が 、 又 人 生 を圧 縮 し た洗 練 の 享 受

が 可 能 で あ った と思 わ れ る。 ウ ル フ も述 べ て い た よ う に、1910年 頃 ま で は 、 新 しい モ ダ

ニ ズ ム の 台 頭 と共 に 、 なお 、19世 紀 の よ き伝 統(こ れ は 、 悪 し き実 証 主 義 、 リ ア リズ ム 、

商 業 主 義 とは 区 別 す べ きで あ る)が 生 きな が ら え て い た と言 え るか らで あ る 。 ウ ル フ が

「パ ー テ ィ」 を 、 「瞬 間 」 を求 め る 儀 式 と して 用 い た と考 えつ つ 、 この 、 ヨー ロ ッパ の社

交 文 化 の流 れ の 中 に あ る と して 、 論 を進 め て い きた い 。

ウ ル フ と同 時 代 の ドイ ツ の社 会 学 者 、 哲 学 者 のG.ジ ン メ ル は1917年 に 『社 会 学 の根
　 ヨラ

本問題』を著 しその第3章 で社交について述べている。ジンメルは、ウルフとは、直接

的関係はないが、ウルフと同時代 に、すなわちロシア革命の年であ り、第一次大戦中で

ある1917年 に、ジンメルが、社交について興味ある論 を展開したことは、ウルフのパー
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ティ空間の問題を考える上でも、注 目に値すると思われる。

ジンメルは、次のように述べている。人間は社会的動物である。 しかし、家族や村落

共同体が無意識に感情を共有 している状態は、社交とは呼ばない。人が集まって何かを

する時、多 くの場合そこには共通の 目的がある。例えば仕事には利潤 という目的が、宗

教には救済、普及 と言う目的が、学校には教育 という目的がある。こういう集団で為 さ

れる行為は目的があってそれを達成するための秩序が保たれる。ジンメルはこの目的を

「内容」、それによって形成された一定の秩序を 「形式」 と呼んでいる。 目的があってな

される集団の行為は、現実に何 らかの影響 を持つ。これに対 し、こういう目的論的視点

では捉えることが出来ない一連の行為 として、学問、芸術、遊びがある。その中に 「社

交」 とい うもの も含まれる。社交は、「内容」なしに 「形式」だけで成立する行為の一

つである。言い換えれば社交は、現実社会か ら切 り離され、それだけでいわば成立して

いる世界である。人が集まる活動の内容が、さまざまな欲望や衝動 、 目的達成のための

手段だとすれば、そういうものなしに人が集まるために集 まった姿が社交である。ウル

フは、 クラリサ ・ダロウェイがパーティを開 く理由を 「パーティは供物(offering)で

ある」(134)と 描 き、さらに、神への供物ではな く、「供物のための供物」 と続ける部

分は、この社交の精神 と重なると思われる。社交の精神は遊戯であるとジンメルは言う。

それは社会にとっては余剰であ り、純粋に楽 しむためにのみ為 される自己目的的性格が

強い行為である。個の自由と互いの平等の立場を認め合い、そうした独 自な形式によっ

てひととき楽 しい状況を演出しあい、真摯に戯れる行為である。だか らこそ、社交の中

の人々は、「本当の自分が今ここにいる」 という実感を味わうのである。社交に現実社

会の功利的なものやイデオロギーを持ち込むと社交は壊れてしまう。
　 　ラ

さらに、社交のヨーロッパ文化史を、山崎正和の 『社交する人間』を参照 しつつ見て

い くと、 ヨーロ ッパ における社交の歴史は、古代ギ リシアの 「シンポジウム」(饗 宴)

か ら15世紀のイタリア ・ルネサ ンス、フィレンツェの人文主義者アルベルティ(Leon

BattistaAlberti)ら によるサロン、そ して17世 紀パ リの女主人公によるサロンといった

具合に連綿 として野蛮から文化が成立する時期に社交が繰 り返 し隆盛 してきた。サロン

での会話の楽 しみから学問や文芸が誕生 し、さらに人間の心理 を読むことから感情の自

己コン トロールがなされ、自分の誠実さを絶対視 し、自我の存在 を確信する思想は、近

代の個性や自我の誕生の母胎にもなり得たと言っている。この理想的な社交は、むしろ、

ウルフのブルームズベリーでの集まりや、 『ジェイコブの部屋』(Jacob'sRoom)の ケン

ブリッジでの集いと重なると言える。

ウルフと同時代のジンメルの 「社交論」や、それを参照 しつつ今日独 自の 「社交論」

を展開している山崎正和の 『社交する人間』で述べ られているように、社交やパーティ

は西欧の文化史において非常に重要なものである。ジンメルや山崎の社交 ・パーティ論
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は、いわばパーティの本質論であ り、理想論であると言える。なぜなら、彼 らは主に18

世紀西欧の教養文化 を背景に社交の本質や理想を各個人の本来的な感情形成に見出して

いるか らである。それは、他の人間の他 目的的な人 との関わり、あるいは技術的な関係

とは異な り、想像力による自己目的的な行為で、そこにいわば真の自己確立とそれを通

した人 との本来の共同体形成を予想 しているか らである。ジンメルや山崎は、こうした

パーティの独 自の課題が、近代の狭い理論的理性の強調やいびつな産業化によって、擬

似的なパーティばかりが流行 して、そこなわれているのを嘆いているのである。

19世紀、ヴィク トリア朝の時代か ら、世紀末の時代、そ して1920年 代を中心とするウ

ルフの時代 までの主 として三つの時期での小説 とパーティのあり方を、 もう少 し、個人

と社会 という視点から考えると、19世 紀イギリスのパーティは、伝統的な社会規範が強

い背景に成立 したもので、そこでは、貴族のパーティに代表 されるように個は強固な社

会的規範、貴族制度の枠内でまだ強 く支配される性格 を持っていたと考えられる。これ

に対 し、その後、パーティでは、貴族制度の伝統の性格は弱 くな り、代わって芸術家個

人の社会 とのアンビヴァレントな関係が強 く出てくる。そ して、20世 紀初頭のウルフの

小説で見 られるパーティは、 きわめて個人的な性格を強 く持ち、そこでは、社会的伝統

はほとんど影を潜めている。

本論は、ウルフが個我や自我に収敏 したいわば閉塞的な世界 を描いた作家と思われて

いる一面で、常に社会 との関係を意識 し続けていた事を再考する一つの試みである。パー

ティ空間を媒介にして人は社会 と幸福に関係 を保 とうとするが、そうはできない時代や

個人の意識のため、様 々なアンビヴァレントな意識を感 じている。その中で 「瞬間」 を

捉 える儀式 としてのパーティを、ウルフが特 に中期の代表作で描 こうとしたのは興味深

い と言える。本論では、特 にパーティの一 日を描いた 『ダロウェイ夫人』 をとりあげ、

女主人公クラリサ ・ダロウェイのパーティについて考えてい く。

パーティは 「瞬間」 を捉 える儀式として 『ダロウェイ夫人』において特に効果的に設

定 されている。クラリサはパーティのために花を買いに外出し、歩きなが らすばらしい

「瞬間」を捉えている。

Inpeople'seyes,intheswing,tramp,andtrudge;...brassbands;barrelorgans;inthe

triumphandthejingleandthestrangehighsingingofsomeaeroplaneoverheadwas

whatsheloved;life;London;thismomentofJune.(6)

さらに、クラリサが青春時代に体験 した、憧れの女友達サリー(Sally)と の素晴 らし

い瞬間については以下のように述べ られている。
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Thencamethemostexquisitemomentofherwholelifepassingastoneurnwith

flowersinit.Sallystopped;pickedaflower;kissedheronthelips.Thewholeworld

mighthaveturnedupsidedown!Theothersdisappeared;thereshewasalonewith

Sally.Andshefeltthatshehadbeengivenapresent,wrappedup,andtoldjustto

keepit,nottolookatitadiamond,somethinginfinitelyprecious,wrappedup,

which,astheywalked(upanddown,upanddown),sheuncovered,ortheradiance

burntthrough,therevelation,thereligiousfeeling!(40)

「瞬 間 」 と い う の は ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ の 作 品 を読 む 際 の キ ー ワ ー ドの 一 つ で あ る。

老 い と死 を苛 酷 に 告 げ る 時 計 の 時 間 か ら解 放 され て、"momentaryvision"を 垣 間 見 得

る心 理 的 時 間 を ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ は 「瞬 間 」 と呼 び、 心 理 的 高 揚 感 を付 与 して 、 主

と して 中 期 の 小 説 で 定 着 し よ う と した 。 サ リ ー は ク ラ リサ が 青 春 時 代 に 激 し く心 魅 か れ

た 同年 輩 の 自 由奔 放 な魅 力 を 持 つ 少 女 で あ る。 サ リー の キ ス は、 そ れ 故 ク ラ リ サ に 、 ま

さ に至 福 の 心 理 的 瞬 間、 即 ち"themostexquisitemomentofherwholelife"を 体 験 させ

る こ とに な る。サ リー の キ ス に よっ て 、時 計 の 時 間 に よ っ て 支 配 され た 日常 生 活 は「ひ っ

く り返 っ た か の よ う」 で 、 日常 世 界 を構 成 す る他 の 人 々 は 「消 え て し まっ た 」 と描 か れ

る。"diamond""infinitelyprecious""radiance""revelation""religiousfeeling"と い う表 現

が 、 ク ラ リサ の 捉 え た 素 晴 ら しい 「瞬 間 」 の 実 在 感 を さ らに 裏 付 け て い る 。

ウ ル フの 作 品 の 中 で 、 「存 在 の 瞬 間 」 は本 来 さ ま ざ ま に 、 又 、 突 然 訪 れ る もの で あ っ

た が 、 中 期 三 小 説 に お い て 、 ウ ル フ は積 極 的 に 「瞬 間 」 を捉 え る た め の儀 式 を設 定 して

い る。 これ が 、 彼 女 が 特 有 の 意 味 を付 与 して 催 す 「パ ー テ ィ 」で あ る。 そ して 、 こ の 「瞬

間 」 を捉 え る儀 式 と して のパ ー テ ィが 最 も成 功 して い る作 品 が 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人 』 で あ

る と考 え る 。 ク ラ リサ は、 パ ー テ ィ の意 味 を 問 わ れ て 、 以 下 の よ う に考 え る。

ButsupposePetersaidtoher,"Yes,yes,butyourparties‐what'sthesenseofyour

parties?"allshecouldsaywas(andnobodycouldbeexpectedtounderstand)

They'reanoffering;whichsoundedhorriblyvague.(134)

さらに彼女はパーティについて以下の ように考える。

Buttogodeeper,beneathwhatpeoplesaid(andthesejudgements,howsuperficial,

howfragmentarytheyare!)inherownmindnow,whatdiditmeantoher,thisthing

shecalledlife?Oh,itwasveryqueer.HerewasSo-and-soinSouthKensington;some

oneupinBayswater;andsomebodyelse,say,inMayfair.Andshefeltquite
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continuouslyasenseoftheirexistence;andshefeltwhatawaste;andshefeltwhata

pity;andshefeltifonlytheycouldbebroughttogether;soshedidit.Anditwasan

offering;tocombine,tocreate;buttowhom?(134‐5)

「私がパーティを開くのは人生のためだ。人生とは、ある場所にある人がお り、別の場

所 には別の誰か、さらに別の場所 に他の誰かがいる、これ らの人の存在をたえず私は意

識しているというものだ。私はなん と無駄なこと、なんと惜 しいことと思 う。彼 らを一

堂に集めることさえ出来た らと思う。そ こでそうするのだ。パーティとは結合 し創造す

る努力、一つの供物(offering)で ある」という風に言 うクラリサにとって、この供物

とは、神 へ の供 物 で は な く、「供 物 の た め の供物 」("Anofferingforthesakeof

offering")(135)と 語 られる。 これは、先に指摘 した、ジンメルの、 目的論的視点では

捉 えることの出来ない一連の行為 としての社交と重なっていると言える。ウルフは、個

人の自由な自我の探求 と社会の調和が唯一可能な空間として、パーティ空間を描いてい

るのである。

ヴァージニア ・ウルフは時間を描 く作家であるとも言われている。彼女が中期三小説

で捉 えようとした特有の 「瞬間」という言葉 も、本来時間を表現する言葉である。 しか

し、「瞬間」 は又、疾走する時計の時間の停止空間ともとらえることが出来、その意味

では、 きわめて空間的な要素を有 しているとも言える。又ウルフは人物描写や劇的時間

を外面的に描 く代わりに、内部意識を浮かび上が らせ る方法 として、イメージを効果的

に用いている。これは、先に述べた、言葉がこれまでのように、客観的な事実を意味づ

け客観的に伝達する手段か ら、言葉の持つ固有の形式的特性を重視するようになったこ

ととも深い関わ りがある。その場その場の個 々のイメージの解釈 は、読み手の独断に陥

ることもあ り得るが、ウルフの作品世界全体の基本構造に共通するものならば、有効で

あると考える。ここでは、個我のイメージとしてウルフの作品で しばしば用いられる「部

屋」 と、さらにパーティ空間、部屋 に属する 「扉」、「窓」、「壁」、そ して部屋 を取 り巻

く外のイメージを連関させてい くことで、個我 とパーティを空間的に捉えつつ、彼女の

作 品世界の基本構造 を視覚的表現で考 える。 ウルフの中期の三小説、 とりわけ 『ダロ

ウェイ夫人』 におけるパーティ空間の特色 と意義を、部屋 と空間にまつわる視覚形象の

読解によって解 き明してい きたい。

ダロウェイ夫人のクライマ ックス場面に効果的に用い られている 「部屋」のイメージ

は、この小説のみならずヴァージニア ・ウルフの作品世界を通 しても、深い意味を持っ

ていると言える。このことは、表題に推敲 を重ね、常 に主題を担わせているヴァージニ

ア ・ウルフが、「部屋」 とい う言葉 を、『ジェイコブの部屋』、 『自分ひとりの部屋』(A

RoomofOne'sOwn)と 二度 も表題 に用い、又、 『灯台へ』の第一部 を 「窓」("The
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Window")と 名 付 け た こ とか ら も、 明 らか で あ ろ う。 ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ は、 自 ら 「部

屋 」 をoneselfと 関連 づ け て 次 の様 に述 べ て い る。

Whatdoesonemeanby`oneself?NottheselfthatWordsworth,Keats,andShelley

havedescribed‐nottheselfthatlovesawoman,orthathatesatyrant,orthatbroods

overthemysteryoftheworld.No,theselfthatyouareengagedindescribingisshut

く　ゆ

outfromallthat.Itisaselfthatsitsaloneintheroomatnightwiththeblindsdrawn.

部 屋 は 、壁 に よ っ て他 者 か ら又 悠 久 の 時 間 か ら区切 られ た一 ラ イ フサ イ クル の 個 我 で あ

る。 区 切 られ て い る が 故 に生 じ る葛 藤 と、 生 を維 持 す る一 単 位 と して の 否 定 し難 さ は、

『船 出 』(TheVoyageOut)の レ イチ ェ ル(Rache1)に よっ て"Ihatethesedivisions....

Whyshouldonebeshutupallbyoneselfinaroom?"(369-70)と 語 ら れ て い る。

こ の様 な 部 屋 と個 我 の 関係 は 、 部 屋 の構成 要 素 で あ る 窓、 扉 、 壁 等 の イ メ ー ジ に よ っ

て 一 層 明確 化 さ れ て い る。 窓 と扉 は、 室外 と接 触 す る部 屋 の 二 つ の 開 口 部 と して対 照 的

に描 か れ て い る。 扉 か らは外 が 直 接 室 内 に侵 入 し得 る。 ヴ ァー ジ ニ ア ・ウル フ の作 品 で

は、 扉 は 苛 酷 な 日常 現 実 世 界 の 否 応 な しの 侵 入 口 で あ る。 一 方 窓 は扉 と異 っ て、 外 が そ

こか ら直接 室 内 に まで 侵 入 す る こ とは な い 。 そ の 上 、 窓 ガ ラ ス の フ ィ ル ター は外 の 日常

現 実 世 界 の 苛 酷 さ を和 ら げ、visionaryに 好 ま し く外 を 映 し出す の で あ る 。 『灯 台へ 』で は、

現 実 に は 洗 濯 物 の ち ら ば る岩 の 上 に殺 風 景 に ごつ ごつ とそ び え て い る灯 台 が 、 そ の 名 も

「窓 」 と名 付 け ら れ た 第 一 章 で 、 窓 辺 か ら"asilverymisty-100kingtower"(286)と

visionaryに 美 し く眺 め られ て い る。 ウ ル フが 、 個 室 を主 要 登 場 人 物 の 個 我(self)の 部

屋 と して 描 い て い る こ と は 、 ウ ル フ の 研 究 者 で あ る ギ ゲ(JeanGuiguet)、 リ ヒ タ ー
　 　ラ

(HarvenaRichter)、 ネ ア モ ア等 も共 通 して 指 摘 して い る こ とで あ る 。 ク ラ リサ と彼 女
　 カ

の分身(double)と して描かれるセプティマス(Septimus)は 、それぞれの個我の部屋

をもち、「扉」から侵入する苛酷な現実にさらされつつ、「窓」ガラス越 しにヴィジ ョン

を夢見、自らの魂の自由と孤独の尊厳を護ろうとしているのである。

一方、パーティの部屋では、扉は内側から開け放 されて人々がそこから招 じ入れられ

る場である。 しかも、この一見開放的にみえる扉は、個我の部屋(個 室)の 扉には くい

とめようのなかった苛酷な現実の侵入を、入念な手順を踏むことで くいとめようとして

いる。あらか じめ選ばれた招待客のみが扉か ら招 き入れ られる。クラリサの夜会の様 に

招待客が多い場合には、その為 に特別に雇われた人間が扉のところで招待客を確認 して

その名を室内に披露するという手順を踏んでいる。この様にパーティの部屋の扉は、一

見外に向かって全面開放されつつ も、二重三重に点検されて選ばれた者のみを招 き入れ

ることによって、外の苛酷な現実か ら庇護された空間を、室内につ くり出す第一段階の
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役割を担っているのである。

窓も又、重要な役割 を果たしている。扉の役割のみでパーティ空間が完成するわけで

はない。クラリサは、扉か ら招 じ入れ られた客ににこやかに挨拶 しなが らも、「パーティ

は失敗だわ」と最初は感 じている。開いた窓か ら侵入 した風が カーテンを舞い上が らせ

る時、客達は 「誰 も知った顔がない」「す きま風が こたえる」等、個人的な不満に気 を

とられていて、パーティを楽 しんではいない。クラリサが、入念 にパーティの準備を整

え、円滑に運ぶ様にと心をくだいているにもかかわらずパーティはうまくすべ り出さな

い。彼女はパーテ ィを"completefailure"(184)と 感 じてい らだつ。だが逆に言えば、

この認識が強烈であればある程、次におこる現実から 「瞬間」への転換はより強い印象

を与え、 より女主人公 を充たすのである。パーティがクラリサののぞむ方向へすべ り出

すきっかけは、窓 と共に以下のように語 られる。

ThecurtainwithitsflightofbirdsofParadiseblewoutagain.AndClarissasaw‐she

sawRalphLyonbeatitback,andgoontalking.Soitwasn'tafailureafterall!itwas

goingtobeallrightnow‐herparty.(187)

状 況 が 好 転 す る き っ か け を果 た す の は窓 で あ る。 外 か らの 風 に舞 い 上 が っ て い た カ ー テ

ン を、 客 の 一 人 が 押 し戻 す と い う、 一 見 何 気 ない 行 為 か らパ ー テ ィ は う ま くい き は じめ 、

パ ー テ ィ の 部 屋 は 「つ ま らな い 場 所(nothing)か ら 「重 要 な 場 所(something)」 へ と

変 化 す る。 個 我 の 部 屋 の 窓 は、 ガ ラス 越 しに外 に ヴ ィ ジ ョ ンを夢 見 る 窓 で あ っ た。 しか

し、 照 明 に 煙 々 と照 ら し 出 さ れ 、 生 そ の もの を象 徴 す るパ ー テ ィの 部 屋 で は 、 窓 の外 の

闇 を カ ー テ ンの 外 に 閉 め 出 す こ とで パ ー テ ィ空 間 が 完 成 す る 。 こ れ は 、 『灯 台 へ 』 の ラ

ム ゼ イ 夫 人 の デ ィ ナ ー パ ー テ ィ で 、 ろ うそ くを灯 し て外 の 闇 を閉 め 出 す 場 面 、 「窓 ガ ラ

ス が 夜 を 閉 め 出 した」(151)と 共 通 す る場 面 で も あ る 。 内 部 の 人 々 は よ りそ っ て 仲 間 意

識 を共 有 し、 一 体 感 を得 る。 そ れ は 、 女 主 人 公 が 認 識 した 苛 酷 な現 実 即 ち 闇 の 消 失 で は

な い 。 単 に 闇 に 窓 ガ ラス で フ ィル タ ー を か け て 束 の 間 さ え ぎ っ た 瞬 間 的 な も の で あ る 。

い ず れ 再 び 襲 い 来 る 闇 を意 識 す る が 故 に、 現 在 の 「瞬 間 」 は一 層 価 値 を持 つ 。 これ こ そ

が パ ー テ ィを 催 す こ と に よ っ て ク ラ リサ が 求 め 、 そ して 得 た 「瞬 間 」 で あ る 。 人 々 は 自

我 を ぶ つ か りあ わ せ る こ と な く、 身 を寄 せ 合 っ て 互 い の 間 にunityを つ く り出 した 。 そ

れ は ま さ に"amatchburninginacrocus"の 様 な 「瞬 間 」、"themomentof`illumination"

(36)で あ る

しか し、"drawingroom"の 中 に、 入 念 な手 順 を踏 ん で 完 成 した パ ー テ ィ 空 間 は、 不

滅 で は な く、 容 易 に 崩 壊 す る 可 能 性 を 帯 び て い る。 ブ ラ ッ ド シ ョ ー 夫 妻(the

Bradshaws)が も た ら した 、 セ プ テ ィマ ス の 自殺 の 報 は 、 ク ラ リサ が 生 の た だ 中 に入 念
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に創 り上 げ た パ ー テ ィ空 間 を 崩壊 させ て し ま う。 セ プ テ ィ マ ス の 死 を 聞 い て 、 パ ー テ ィ

の 部 屋 に い た た まれ な くな った ク ラ リサ は 部 屋 を 出 て 近 くの小 部 屋(littleroom)で 個

我 と向 き あ わ ざ る を得 な い 。 自分 の 分 身(`double')で あ る セ プ テ ィマ ス の 死 を 肉体 感

覚 と して 受 け とめ た ク ラ リサ は 、 「死 は抱 擁 だ 」「彼 は大 切 な もの を護 る為 に死 ん だ の だ 」

("Therewasanembraceindeath.""Athingtherewasthatmattered....Thishehad

preserved.")(202)と 彼 の 死 に 限 りな く共 感 す る 。 こ の よ う に して 、 死 の 淵 ま で い っ た

ク ラ リサ を生 の 中 に踏 み と ど ま らせ た の は何 で あ っ た の か 。 「暗 闇 の 中、 あ ち らで 一 人 、

こ ち らで 一 人 と沈 み 消 え て い く人 々 を見 なが ら、 自分 は夜 会 服 を 身 に ま と って 立 つ こ と

を強 い られ て い る」("Itwasherpunishmenttoseesinkanddisappearhereaman,there

awoman,inthisprofounddarkness,andsheforcedtostandhereinhereveningdress.")

(266)の が 、 自分 の 選 び とっ た 状 況 で あ る こ と を ク ラ リサ は確 認 す る 。 しか も、 彼 女 自

身 が 、 この 状 況 を 、 奇 妙 に信 じ られ な い こ と だ が 「これ 程 幸 せ だ っ た こ と は な い 」("she

hadneverbeensohappゾ)(266)と 感 じ る時 、彼 女 は、 セ プ テ ィ マ ス の 様 に部 屋 を放

棄 し、 窓 か ら身 を投 げ る の で は な く、 失 った 「自己 を取 り戻 す 」、 つ ま り 自己 をidentify

す る部 屋 を取 り戻 す の で あ る 。 リ ア リテ ィの ヴ ィ ジ ョ ンを見 せ て くれ る 窓 か ら、 向 か い

の 老 女 を 見 、 老 女 が 老 年 、 孤 独 、 死 を受 け とめ つ つ 静 か に毅 然 と生 きて い る姿 を見 て 、

ク ラ リサ は 老 年 も孤 独 も死 も受 け 入 れ て生 き る気 持 に な る。 セ プ テ ィ マ ス に限 りな く共

感 し、 死 に 憧 れ な が ら、 ク ラ リサ は生 きて い くこ と を選 び とっ た の で あ る 。

『ダ ロ ウ ェ イ夫 人』 で ク ラ リサ が 最 終 的 に踏 み と ど ま っ たパ ー テ ィ で捉 え られ る 「瞬

間 」 とは 、 そ の 名 の 通 り、 瞬 間 的 な、 束 の 間 の 性 質 を否 応 な し に帯 び て い る。 超 越 的 な

もの とは もは や 一 体 化 で き な い とい う20世 紀 初 頭 の 時 代 、 つ ま り近 代 、1920年 代 、 戦 問

期 、 危 機 の 時 代 の 中 で 、 ウ ル フ は 現 実 を凝 視 しな が ら も生 の 中 に踏 み と ど ま り、 もろ さ

を内 包 しつ つ も、 む し ろそ れ故 に こそ 充 実 した き らめ く瞬 間、 不 完 全 な が ら生 の 中 に得

られ る最 高 の もの と して 、 パ ー テ ィ に お け る 「瞬 間 」 を描 くの で あ る。 そ れ 故 、 ク ラ リ

サ が 戻 っ て い く生 は 決 し てバ ラ 色 で は な い 。 苛 酷 な現 実 空 間 は存 在 し続 け る。 孤 独 も空

虚 も魂 の 自由 も一 切 を抱 え込 み 、苛 酷 な 現 実 か ら 目 を そ む け ず に、生 の 中 に 踏 み と ど ま っ

た ク ラ リサ は、 生 の た だ 中 に 人 々が 和 や か な一 体 感 を共 有 出 来 るパ ー テ ィ空 間 を再 建 す

べ く"drawingroom"へ と戻 っ て い っ た の で あ る。 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人』 の 最 終 文 章"For

thereshewas."は 、 セ プ テ ィ マ ス の 自殺 に 限 りな く共 感 しな が ら、 生 を選 び と っ た ク

ラ リサ に 焦 点 を あ て て 、 パ ー テ ィ空 間 に戻 っ て きた ク ラ リサ の 位 置 確 認 をす る文 章 で あ

り、 『ダ ロ ウ ェ イ夫 人』 の 結 論 とな っ て い る 。

ウ ル フの 求 め た 「瞬 間」 は 、 そ の 名 の 通 り束 の 間 とい う性 質 を否 応 な し に帯 び て い る。

しか し、 た とえ もろ い も の で あ ろ う と も、 彼 女 の 認 識 す る現 実 の 中 に 生 きて あ る 限 りは、

「瞬 間」 は彼 女 の 求 め る もの の 最 高 の 捕 捉 で あ っ た 。 そ し て そ の もろ さが 露 呈 さ れ た 時
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には、彼女の求めの対象は、momentaryで な くeternalな、現実からの解放 として死へ

とのめ りこんでいかざるを得ず、『波』の結末へ と展 開してい く。「瞬間」の内包する、

求めても求めても得たと思うと過 ぎ去っていくという本質的なもろさが一つの限界か、

死へのめりこむことが限界であるかは簡単には論 じられないが、いずれにせ よ、束の間

のもので も、生の中にきらめ く瞬間としての 「瞬間」を捕捉 しようとした中期 における

ウルフの試みの鮮やかな定着 とその展開が、『ダロウェイ夫人』のパーティを通 して見

事 に描かれていると考える。 『ダロウェイ夫人』 で、 ウルフは自らの認識する苛酷な現

実 を凝視 しながらも生の中に踏みとどまり、 もろさを内包 しつつ も、むしろそれ故にこ

そ充実 したきらめ く瞬間、不完全なが ら生の中に得 られる最高のものとして、パーティ

における 「瞬間」を描 ききったのである。

ヨーロッパ近代のモダニズムの時代において、小説家は、性格の一貫性 を持った個性

的自我の主人公を描 くことが出来な くなる。人々は孤独 となり自己の同一性を保証 して

くれる共同体の無力 を痛感 し、孤独、純粋 自我の領域 に 「ほんものの自我」を見出そう

とする。ジンメルは、大戦中に社交について論 じながら、社交の歴史の最後に位置 して

いると感 じていたと思われる。そして、ウルフにとってのパーティ空間は、このヨーロッ

パのよき伝統としての社交の最後に連なるものである。

〔注 〕

VirginiaWoolfの 作 品 の 引 用 は 、 特 に 表 記 の な い場 合 はHogarthPressのUniformEditionに よ る 。

1.JeanO.Love,WorldsinConsciousness(UniversityofCaliforniaPress,1970)(147)

2.ChristopherAmes,TheLifeoftheParty:FestiveVisioninModernFicton(TheUniversityof

GeorgiaPress:1991)

3.G.ジ ン メ ル 、 「社 会 学 の 根 本 問 題(個 人 と社 会)』 居 安 正 訳 、 世 界 思 想 社 、2004.

4.山 崎 正 和 、 『社 交 す る 人 間 ホ モ ・ソ シ ア ビ リス 』 中 央 公 論 社 、2006.

cf.,ノ ル ベ ル ト ・エ リ ア ス 「文 明 化 の 過 程 一 ヨ ー ロ ッパ 上 流 階 級 の 風 俗 の 変 遷 』 赤 井 慧 爾

他 訳 、 法 政 大 学 出 版 局 、1969.

5.VirginiaWoolf,"ALettertoYoungPoet",inCollectedEssays:II(London:Chatto&Windus,

1963)(189)

6.JeanGuiguet,VirginiaWoolfandherWork(London:TheHogarthPress,1965)

HarvenaRichter,VirginiaWoolfThelnwardVoyage(Princeton:PrincetonUP,1970)

JamesNaremore,TheWorldWithoutaSelfVirginiaWoolfandtheNovel(NewHaven:Yale

UniversityPress,1973)

7.cf.,"Author'sIntroduction",inMrs.Dalloway,"Septimus,wholaterisintendedtobeher

double,hadnoexistence;andthatMrs.Dallowaywasoriginallytokillherself,orperhaps

merelytodieattheendofthepartジ
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